
 
 

令和6年5月定例記者会見 次第 
 
日時：令和6年5月28日（火）10時00分 
場所：第1庁舎1階ファンクションルーム 

 

  （主な会見項目） 

１．令和6年6月市川市議会定例会提出議案（補正予算）について（総務部・財政部） 

   ◎大規模災害への備え 

・大規模災害対応合同防災訓練（危機管理室）、家具転倒防止器具等取付費補助金（福祉部） 

・・・１ 

２．健康講演会の開催（企画部）                   ・・・３ 

３．市制施行90周年さかなクン講演会の開催（環境部）         ・・・４ 

４．タウンミーティングの開催 児童議会ほか（市長公室）       ・・・５ 

５．こども誰でも通園制度（仮称）の試行的事業の実施（こども部）   ・・・６ 

６．自治会活動サポート学生ボランティアの募集（市民部）       ・・・７ 

 

（その他のお知らせ） 

１．補正予算関連 

① 自転車乗車用ヘルメット購入費補助金（道路交通部）       ・・・８ 

② 北総線沿線地域活性化協議会負担金（北総線沿線活性化トレイン運行） 

（道路交通部）・・・９ 

２．イッシー・レ・ムリノー市イオネスコ高校による市長表敬訪問（文化国際部） 

・・・10 



令和6年5⽉定例記者会⾒
⽇時︓令和6年5⽉28⽇（⽕）10時00分
場所︓第1庁舎1階ファンクションルーム

タイトル
令和６年６⽉市川市議会定例会提出議案（補正予算）について
⼤規模災害への備え

内容

【１⼤規模災害対応合同防災訓練】
１．概要
⼤規模地震の発⽣を想定し、市⺠、国や県等の関係機関、協定事業者などと
市職員が合同で訓練を実施することで連携強化と防災意識の⾼揚を図ります。

２．内容
（１）実施⽇時
令和６年１１⽉１０⽇（⽇）１０時〜１１時３０分

（２）場所
江⼾川河川敷緑地（市川南４丁⽬地先 市川緊急⽤船着場）

（３）内容（予定）
＜訓練＞
①近隣⾃治会による避難訓練
②訓練参加者全員によるシェイクアウト訓練
③協定事業者等によるバイク、⾞、ドローンを使った情報収集訓練
④液状化を想定した電柱、ガス管等のライフライン復旧訓練
⑤⾃衛隊、警察、消防職員などが連携した倒壊家屋からの救助救出、
搬送訓練

⑥船による物資輸送訓練 他
＜展⽰・体験コーナー＞
①関係団体、協定事業者等による啓発ブースの設置
・ＮPO法⼈による災害救助⽝の紹介
・市⺠活動団体による模型を使った液状化現象の実演
・備蓄⾷の試⾷ 他

②⾃衛隊や警察等による⾞両展⽰
③起震⾞による地震体験、⽔消⽕器による初期消⽕体験、煙中脱出
体験他

問い合わせ先
補正予算について＝財政部 財政課

０４７－７１２－８５９５
⼤規模災害対応合同防災訓練について＝危機管理室 地域防災課

０４７－７０４－００６５
家具転倒防⽌器具等取付費補助⾦について＝福祉部 地域包括⽀援課

０４７－７１２－８５５６

（主な会⾒項⽬）
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令和６年６⽉市川市議会定例会提出議案（補正予算）について
⼤規模災害への備え

タイトル

【２家具転倒防⽌器具等取付費補助⾦】
１．概要

地震による家具の転倒などの被害から、⾼齢者及び障がい者の⾝体の安全を
確保するため、家具転倒防⽌器具などの購⼊または取付けを⾏う⽅に対し、
補助⾦を交付する。

２．内容
（１）対象者（以下の要件を全て満たす世帯主）
①市川市内に居住し、住⺠登録をされている⽅。
②次のいずれかの世帯
ア.65歳以上の⽅で構成される世帯の⽅
イ.⾝体障害者⼿帳（1,2級）・療育⼿帳・精神障害者保健福祉⼿帳
（1級）所持者で構成される世帯の⽅

ウ.ア及びイで構成される世帯の⽅（18歳以下の⽅を含む場合も可）
③補助対象者の属する世帯の全員が市町村⺠税が⾮課税であること。

（２）補助⾦額
家具転倒防⽌器具等の購⼊または取付け費⽤の合計額。
10,000円を超える場合は10,000円が上限。

（３）対象となる器具
①家具（タンス、⾷器棚、本棚など床置き型の家具、テレビ、冷蔵庫、

吊り下げ型照明器具）の転倒または落下を防⽌するために有効な器具。
②ガラスの⾶散を防⽌するために有効なフィルム。

（４）その他
補助⾦の交付は、１回に限る。（転居、建て替えは除く）

内容

補正予算について＝財政部 財政課
０４７－７１２－８５９５

⼤規模災害対応合同防災訓練について＝危機管理室 地域防災課
０４７－７０４－００６５

家具転倒防⽌器具等取付費補助⾦について＝福祉部 地域包括⽀援課
０４７－７１２－８５５６

問い合わせ先

▲家具転倒防⽌器具（イメージ）
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◎歳出予算
（増額補正）
1．市⺠の安全・安⼼の確保 千円

①  ⾃転⾞乗⾞⽤ヘルメット購⼊費補助⾦※会計年度任⽤職員⼈件費含む 千円
② ⼤規模災害対応合同防災訓練 千円
③ 家具転倒防⽌器具等取付費補助⾦ 千円

2．保健・福祉サービスの充実 千円

①  予防接種事業（新型コロナウイルス）※情報システム経費含む 千円
② 千円

3．地域活性化の取り組み（産業・⾃治会活動・スポーツ・観光の振興） 千円

① ⽔産業振興補助⾦ 千円
② コミュニティ助成事業補助⾦ 千円
③ 市⺠スポーツ振興事業（スポーツ施設借上） 千円
④ 北総線沿線地域活性化協議会負担⾦（北総線⾞両ラッピング広告） 千円

4．その他必要となる経費 千円

① 新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時国庫交付⾦償還⾦ 千円
②  東⼭魁夷記念館管理運営事業（弁護⼠委託料） 千円
③ 私道整備補助⾦ 千円
④ ⼋幡分庁舎建替事業（電柱等設置費負担⾦） 千円

【歳出予算集計】
（増額補正）
1． 市⺠の安全・安⼼の確保 千円
2． 保健・福祉サービスの充実 千円
3． 地域活性化の取り組み（産業・⾃治会活動・スポーツ・観光の振興） 千円
4． その他必要となる経費 千円

計 千円

⼀般会計補正予算総額 （Ａ） 千円

◎歳⼊予算
➀ 国庫⽀出⾦ 千円
➁ 県⽀出⾦ 千円
➂ 繰越⾦ 千円
④ 諸収⼊ 千円
歳⼊補正予算総額 千円

7,436

929,924

5,577
11,305

478,867
434,175

929,924

137,578

21,665
759,580
11,101

929,924

21,665

16,465
5,000

200

11,101

759,580

752,144

令和６年度　⼀般会計　６⽉補正予算（第２号）のポイント

令和6年6月議会 記者会見資料
財政部　財政課　047-712-8595

   今議会に提案する補正予算は、『市⺠の安全・安⼼の確保』として、千葉県が新たに創設した補助制度と連
携した⾃転⾞乗⾞⽤ヘルメット購⼊費に対する補助⾦や、今後発⽣が危惧される⼤規模災害に備えるため市
⺠や関係機関と合同で実施する防災訓練にかかる経費、『保健・福祉サービスの充実』として、定期接種化され
た新型コロナウイルスワクチンの接種などにかかる経費、産業や⾃治会活動を⽀援する『地域活性化の取り組み』
にかかる経費、『その他必要となる経費』について増額補正を⾏うものです。

5,775
2,500
2,000

826

福祉相談業務システム導⼊事業（⾳声マイニング等）

137,578

115,909
18,969
1,700
1,000



健康講演会の開催タイトル

１．概要
健康寿命⽇本⼀に向けて、市⺠の健康意識の向上とよりよい⽣活習慣の

実践、継続に繋がる啓発を⾏うことを⽬的に、ゴールドシニア事業と連携した
講演会を開催します。

２．内容
（１）⽇時
令和６年７⽉５⽇（⾦）１３時３０分〜１６時０５分

（２）場所
⽂化会館 ⼤ホール

（３）内容
①第１部 講演 「がんばらない 健康⻑寿法」 (90分)

講師︓鎌⽥ 實 ⽒
②第２部 モノマネショー (45分)

出演者︓エンジェルひばり ⽒
（４）対象
市内在住・在勤の⽅

（５）定員
１,３００名（現在申込受付中︓定員に達し次第締切）

内容

健康講演会について＝企画部 健康都市推進課
０４７－７１２－８６４２

ゴールドシニア事業について＝福祉部 地域包括⽀援課
０４７－７１２－８５５６

問い合わせ先
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健
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第2部

健康

市制施行90周年記念事業市制施行90周年記念事業市制施行90周年記念事業

講演会講演会

第1部

が
ん
ば
ら
な
い

健
康
長
寿
法

鎌田 實 鎌田 實 鎌田 實 

講 師

エンジェルひばりエンジェルひばりエンジェルひばり
出演者

これまでのそっくり・ものまねタレントといえば、顔や歌
や雰囲気が似ているだけに過ぎなかった。しかし、この
エンジェルひばりは、爆笑・美空ひばりそっくりさんとし
て独自のキャラクターとショー企画を確立。『そっくり』
に＋α（面白さ）を加え、爆笑個性派のエンターティナー
として、全世界に爆笑旋風を吹き荒らして
おります。笑いの不死鳥
ここに降臨ー！

対談
第1部で鎌田實先生と
対談します。
ぜひご来場ください。

市川市長

田中 甲

東京医科歯科大学医学部卒業後、諏訪中央
病院へ赴任。30代で院長となり赤字病院を
再生。地域包括ケアの先駆けを作った。
チェルノブイリ、イラク、ウクライナへの国際
医療支援、全国被災地支援にも力を注ぐ。
現在、諏訪中央病院名誉院長、日本チェル
ノブイリ連帯基金顧問、JIM-NET顧問、地
域包括ケア研究所所長、風に立つライオン
基金評議員（他）。武見記念賞受賞。

かまた　　みのる

市川市 健康都市推進課／地域包括支援課 TEL：047-712-8519 

Program
開会・あいさつ

講演（鎌田實氏） 
13:30

13:35

対談（鎌田實氏×市川市長 ）
モノマネショー
（エンジェルひばり氏 ）

14:40

15:20

16:05 閉会

申込方法 市公式Webサイトから申込
（LOGOフォーム）

定員に達し次第締切

対象 市内在住・在勤の方

申込期間

7.5 金

市川市文化会館 大ホール

令和 6年

13：30開
演 （12：30開場）

参加

無料定員

1300名

差し上げます！

300
POINT

講演
会に参加した方に講演
会に参加した方に講演
会に参加した方に



市制施⾏90周年さかなクン講演会の開催タイトル

１．概要
地球温暖化対策推進事業の⼀環として、さかなクンを講師として招き、講演会

を実施します。
講演内容は、地球温暖化が海や⿂に及ぼしている影響について、クイズなどを
通じて、⼦どもから⼤⼈まで幅広い世代がさかなクンと⼀緒に楽しく学べるものを
予定しています。

２．内容
（１）⽇時
令和６年８⽉２０⽇（⽕）１１時

（２）場所
市川市⽂化会館 ⼤ホール

（３）イベント内容
さかなクンによる講演会

内容

環境部 総合環境課 ０４７－７１２－５７８１問い合わせ先

▲さかなクン
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タウンミーティングの開催 児童議会ほかタイトル

１．概要
令和６年度のタウンミーティングについて、本市に対する質問や要望を伺うため、

下記のとおり開催します。

２．内容
（１）児童議会

４２名の児童議員による議会形式でのタウンミーティング
①⽇時
令和６年８⽉２５⽇（⽇）９時３０分〜正午(予定)

②開催場所
第１庁舎 ６階 議場

③参加者
市内の⼩学校に通う⼩学５・６年⽣、市⻑ほか理事者

④内容
参加児童４２名より⼀問⼀答形式で質問

（２）⾃治(町)会
市川市⾃治会連合協議会の連合会である１４地区ごとに全１４回の開催
①開催時期
令和６年７⽉、８⽉、１０⽉（⽇程調整中）

②開催場所
公⺠館及び⾃治会館など

③参加者
会⻑・副会⻑などの役員及び各⾃治(町)会からの選出者

④テーマ
⾃治(町)会における「防災・防犯」及び地域の課題

内容

市⻑公室 広報広聴課 ０４７－７１２－８６３３問い合わせ先

▲昨年度の児童議会

▲令和4年度のタウンミーティング
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こども誰でも通園制度（仮称）の試⾏的事業の実施タイトル

１．概要
本市では、⼩学校・中学校の給⾷費無償化、１８歳までのこども医療費助成、

第２⼦以降の保育料無償化など、広く⼦育て⽀援事業を展開し、全⼒で
⼦育てを応援しています。
国が推進する「こども誰でも通園制度（仮称）」について、令和８年度の本格

実施を⾒据えた試⾏的事業を令和６年７⽉より実施します。
【参考】令和６年４⽉２６⽇現在 全国１１５⾃治体が実施予定

（県内５⾃治体（本市含む））

２．内容
本市における実施概要

内容

こども部 幼保施設管理課 ０４７－７１１－１７９２問い合わせ先

▲保育室（イメージ）

実施概要項目

公立保育園３園（平田、行徳、曽谷）実施施設1

各園６名定員数2

保育所等に通所していない０歳６か月～満３歳未
満

対象児童3

月１０時間（１時間単位）利用上限4

月曜～金曜（祝日を除く） １０時～１６時利用時間5

利用料３００円/１時間、昼食料３００円/１回利用料等6

親子事前面談（電話受付開始 ６月３日（月曜））その他7
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⾃治会活動サポート学⽣ボランティアの募集タイトル

１．概要
地域活動のボランティアを希望する学⽣と、⼈⼿不⾜や若い⼈材によるサポート

を望む⾃治会の希望を集約し、マッチングさせることで⾃治会が主催する各種
イベント（夏祭りやもちつき⼤会など）の運営、Web制作、SNS発信などを
⽀援し、地域活動の活性化を図るものです。

２．内容
（１）ボランティアの内容

下記の内容などを想定しています。
・夏祭りなどのイベント時の受付やテント組⽴など
・デジタル⽀援（ホームページ制作、SNS活⽤）
・広報⽀援（イラスト作成、広報デザイン作成）
・通訳⽀援（外国⼈とのコミュニケーション⽀援）

（２）実施スケジュール
４⽉下旬 ⾃治会からのボランティア依頼受付開始
５⽉２４⽇ 市公式Webサイトで学⽣ボランティア募集開始
６⽉ １⽇ 広報いちかわで周知

（３）⾏政ポイント（ICHICOポイント）の付与について
ボランティアをした学⽣には、 １⽇当たり１，０００ポイントを付与します。

内容

市⺠部 ⾃治振興課 ０４７－３３４－１１２８問い合わせ先
7



一緒に活動しよう！

自治会のことや
募集している活動はこちら

夏祭りのイベント等の自治会活動をサポートしてくれる大学生・短大生・専門学生を募集しています。
自治会を知っている人も知らない人も地域の活動を手伝って一緒に市川市を盛り上げませんか？

⾃治会活動サポート学⽣ボランティア制度

ICHICO1000円分のポイントプレゼント！

この機会に地域を一緒に盛り上げて、ICHICOでお得に買い物もしちゃおう！

自治会活動を

応援してくれる

学生大募集！

市川市市⺠部⾃治振興課 047-334-1128

⇒ ⇒ ⇒

自治会の活動とは

自治会は地域の人たちが住みやすい地域づくりのために活動している組織です。

地域交流を図るお祭りや安心・安全な街づくりのための防犯パトロール、防災訓練などの活動をしてます。



タイトル ⾃転⾞乗⾞⽤ヘルメット購⼊費補助⾦

内容

１．概要
令和 5 年 に⾃転⾞利⽤者のヘルメット着⽤が努⼒義務化されたことを契機に、

ヘルメットの着⽤促進による交通事故の防⽌及び被害軽減を図ることを⽬的
とした⾃転⾞乗⾞⽤ヘルメット購⼊費補助⾦の交付を令和５年度に実施
しました。
令和５年度の補助⾦申請期間の終盤において申請数が急増し、継続要望の

声が多かったこと。
また、令和６年度に千葉県がヘルメット着⽤率の向上を加速化させることを

⽬的に、市町村と協調して購⼊者に対する補助を実施する制度を創設したことを
踏まえ、令和６年度も補助⾦の交付を⾏います。

○計上額 16,465千円（※会計年度任⽤職員⼈件費を含む。）

２．内容
（１）申請期間
令和６年７⽉から開始予定

（２）申請受付
第２庁舎２階交通計画課窓⼝ または オンライン申請
（⾏徳⽀所、⼤柏出張所に臨時窓⼝開設予定）

（３）対 象 者
⾃転⾞乗⾞⽤ヘルメット購⼊⽇及び申請⽇に市川市に居住しており、

令和６年４⽉１⽇〜令和７年１⽉３１⽇に購⼊した⽅（予定）
（４）補助⾦額
⾃転⾞乗⾞⽤ヘルメット１個につき2,000円

３．（参考）令和５年度実績
（１）申請期間
令和５年７⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

（２）申請受付
第２庁舎２階交通計画課窓⼝ または オンライン申請
（令和６年１⽉〜３⽉ ⾏徳⽀所、⼤柏出張所に臨時窓⼝開設）

（３）対 象 者
⾃転⾞乗⾞⽤ヘルメット購⼊⽇及び申請⽇に市川市に居住しており、

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇に購⼊した⽅
（４）補助⾦額
⾃転⾞乗⾞⽤ヘルメット１個につき2,000円

（５）交付件数
10,494件

問い合わせ先 道路交通部 交通計画課 ０４７－７１２－６３４１

（その他のお知らせ）
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タイトル 北総線沿線地域活性化協議会負担金（北総線沿線活性化トレイン運行）

内容

１．概要
北総線沿線の自治体及び千葉県、北総鉄道株式会社で構成している
北総線沿線活性化トレイン実行委員会では、７月３１日（水）から
約６カ月間、北総線沿線自治体をＰＲする北総線沿線活性化トレインを
運行します。

２．内容
（１）北総線沿線地域活性化協議会のうち当該事業に賛同する自治体で構成

する北総線沿線活性化トレイン実行委員会による事業となります。
（２）北総鉄道の８両編成の車両内外に、参加自治体及び北総線沿線地域

活性化協議会のＰＲ広告を掲載した北総線沿線活性化トレインを、運行
します。

（３）８両のうち１両を本市が担当し、車両内外に本市の魅力を発信する
ＰＲ広告の掲載を予定しています。

（４）北総線沿線活性化トレインは、北総線内（印旛日本医大駅～京成
高砂駅）から京成線、都営浅草線、京急線へと乗り入れ、羽田空港
第１・第２ターミナル駅、西馬込駅まで運行されます。期間中、押上駅
より都心方面の通過回数は約1000回と見込まれ、大きなＰＲ効果が
期待されます。

（５）運行開始に当り、７月３１日（水）に印西牧の原駅にて出発式を
開催予定です。（詳細は今後北総鉄道株式会社から発表予定）

問い合わせ先 道路交通部 交通計画課 ０４７－７１２－６３４１

車体広告イメージ※図内各広告は2022年度運行時のもの
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イッシー・レ・ムリノー市イオネスコ⾼校による市⻑表敬訪問タイトル

１．概要
千葉商科⼤学付属⾼等学校との学校間交流プログラムとして、本市の

パートナーシティである、フランス共和国イッシー・レ・ムリノー市のイオネスコ⾼校の
⽣徒と引率教員が令和６年５⽉２９⽇（⽔）から６⽉５⽇（⽔）まで
来市し、ホームステイをしながら千葉商科⼤学付属⾼等学校の⽣徒とさまざまな
交流や⽇本⽂化体験を⾏う予定です。
これに伴い、令和６年５⽉３１⽇（⾦）に市⻑表敬訪問を⾏うものです。

２．内容
（１）⽇時
令和６年５⽉３１⽇（⾦）１０時３０分〜

（２）場所
第１庁舎５階 第３委員会室

（３）訪問者
①イオネスコ⾼校⽣徒１０名及び引率教員2名 計１２名
② 千葉商科⼤学付属⾼等学校 校⻑及び教諭２名 計 ３名

内容

⽂化国際部 国際交流課 ０４７－７１２－８５９０問い合わせ先
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